
若手研究者の育成と腎臓病患者において蓄積する尿毒素uremic toxinの病態生理、およびそれをターゲットとした治療に関する
知識の発展と普及に貢献するため研究会参加を無料とします。
参加希望者はホームページの参加申込からウェビナー登録をお願い致します。
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Is albumin toxic to the kidney: It depends
座長：深水　圭先生（久留米大学医学部 内科学講座 腎臓内科部門 主任教授）
演者： Prof. Bruce A. Molitoris （Indiana University School of Medicine）

基調講演

1

基調講演

2
尿毒素の病因論を再考する
座長： 鈴木祐介先生（順天堂大学医学部腎臓内科 教授）
演者： 稲城玲子先生（東京大学大学院医学系研究科 慢性腎臓病（CKD）病態生理学講座主任 特任教授）

Uremic toxins: Somethings you must know!
座長： 南学正臣先生（東京大学大学院医学系研究科 腎臓内科学 内分泌病態学 教授）
演者： Prof. Chih-Kang Chiang
 （Graduate Institute of Toxicology, National Taiwan University College of Medicine）

特別講演

参加費

無料 http://jut.umin.jp/ ホームページの参加申込から登録をしてください

ポストゲノム時代の
尿毒素と臓器連関

オンライン開催


